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各　位

　　　　　　　　　　　　　　財団法人

　　　　　　　　　　　　　　資生堂社会福祉事業財団

　第30回資生堂児童福祉海外研修報告書の送付について

拝啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

日頃より、弊財団の事業につきまして格別のご高配を賜り厚く

お礼申し上げます。

この度平成16年度事業として実施いたしました、表記第30回

児童福祉海外研修の報告二書が完成いたしましたのでお送り

いたします。

ご一読を賜り、ご参考に供していただければ幸甚に存じます。

敬具



　　　　　　第30回（2004年度）

資生堂児童福祉海外研修報告書
　（カナダ・ビクトリア、バンクーバー、ケローナ）

2004年8月27日結団式資生堂児童福祉海外研修第30回
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第30回資生堂児童福祉海外研修実施要綱
．．．・・・・・…　　　．．．．．．●・●●●●■■●●■■●■■●●●●含●●●●●●●●●●■●●●■●■■■●●■■●●●●・●

1．目的

　児童福祉施設の中堅職員を対象に、福祉

　先進国の福祉情報、専門知識、処遇技術、

　施設の運営形態などの研修に加え、広く

　訪問国における人々との交流を通して、

　参加者の幅広い人間形成と資質の向上を

　図り、将来の兇童福祉界を担う人材の育成

　をEl指す。

2．主催

　財団法人　資生堂社会福祉事業財団

3．後援

　厚生労働省・全国社会福祉協議会

4．研修テーマ

　「家族の重要性を尊重し、コミュニティを

　べ一スにしたより柔軟なサービスの強化」

5．主な研修内容

　（1）政府中心から家族及びコミュニティ

　　　ベースへ移行する理由と具体的な推進

　　　方法

　（2）政府と地域機関との協力体制と役割

　　　分担の実態

　（3）子どもの権利擁護の仕組みと機関

　（4）虐待児養護の機関とサービスの内容

　（5）先住民へのサービス機関とその内容

7．実施期間

　2004年9月25日（土）～10月9日（土）（15日間）

8．推薦要件

　（1）過去に他財団、団体のE催する同類

　　　の海外研修に参加していない者。

　（2）職務経験年数が5年以上で原則として

　　　年齢が4S歳以下の者（2004－4－1現在）

　（3）日常児童の処遇に真剣に携わり、本

　　　テーマによる研修について高い関心

　　　を持ち、強い意欲と責任感のある者．，

　（4）心身ともに健康で長期にわたって児童

　　　福祉に貢献できる者。

9．選考方法

　全国児童養護施設協議会、全国乳児福祉

　協議会、全国児童自立支援施設協議会、

　全国情緒障害児短期治療施設協議会

　など、関連団体の推薦にもとづき、資生堂

　児童福祉海外研修選考委員会の審査に

　より決定する。

10．研修報告書の作成及び発表

　①研修団は、2005年3月311．1までに報告書

　　　を作成する。

　②それぞれの施設協議会などの．ヒ催する

　　　研修会などにおいて、研修結果の報告

　　　を行うtt

6．研修先

　カナダ・ブリティッシュコロンピア州

　（ビクトリア・バンクーバー・ケローナ）
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あいさつ
●　■　●　●　■　■　■◆　■　●　●　●　■　●●　●　●　●　■　●書　■　■●　●　●　■　■●●　●●　●　■　■　●　●　●　●　■●　●●　●●　●　■　・　●　●■　・　●・　■　●　●・　・　．　．・　・　．・　●

全国児童養護施設協議会

会長　福島一雄

財団法人資生堂社会福祉事業財団のご厚志

により、平成16年9月25日から10月9日にかけて、

第30回資生堂児童福祉海外研修に児童養護

施設職員をはじめ、全国の児童福祉施設職員

に参加の機会を与えていただきましたことを

心から御礼申しあげま女特に今回は「第30回」

という記念すべき区切りの時期にあたり、

児童養護施設、乳児院、母子生活支援施設、

児童自立支援施設、情緒障害児短期治療施設

など全ての児童福祉施設種別の職員が参加

できたことは画期的な事業であったと思います。

さて、咋年は児童虐待防止法や児童福祉法

の改正が行われ、ここ数年来検討されてきた

新たな社会的養護のあり方が具現化されようと

しています。

わたしたち児童福祉施設関係者は、わが国の

明日を担うかけがえのない一人ひとりの子ども

の育ちを保障するために、施設をはじめ地域

住民や関係機関とも積極的な協働を図りつつ、

市町村児童虐待防止ネットワークへの参画等

地域のネットワークの一員として、新たなニーズ

に取り組む必要があります。

こうしたなか今回の海外研修においては、

カナダ・プリティッシュコロンビア州で2001年度

から児童福祉の新たな改革として推進中の

「家族の重要性を尊重し、コミュニティをペースに

したより柔軟なサービスの強化」を中心に、

カナダ西部地区の福祉現場を訪問し、研修され

ましたことは、今後のわが国の児童福祉を

考えるうえでも、大変時宜を得たものであり、

今後は団員一人ひとりが日々の実践において

研修の成果を発揮し、子どもの育ちを保障する

サービスの質の向上に努めていくことが必要

であると考えております。

本研修の企画・実施から報告書の作成に至る

まで事務局としてお世話いただきました資生堂

社会福祉事業財団の皆さま、さらには研修の

内容充実のためにご配慮いただきました厚生

労働省の関係者の皆さまにあらためて、お礼

のご挨拶とさせていただきます。
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第30回資生堂児童福祉海外研修団員紹介

【東京都】

東京恵明学園児童部
副園長

曽田　等
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【秋田県】

児童養護施設
損手市立県南愛児●「ドリームハウス」

児童指導員

小松　敏之

陳京都】

児童養護施設
二葉学園

児童指導員

小倉　要

1大阪府】

児童養護施股
公徳学園

児童指導員

吉川　昭代

ー
」

【岡山県】

児童養膜施設

聖園子供の家
児童指導員

則武　直美

k

【大阪刷

母子生活支援施殼

四天王寺悲田太子乃園
少年指導員

笠井　明子

【栃木県】

児童自立支援施設
国立きぬ川学院

児童自立支援専門員

河尻　恵

’

【岡山県】

児童自立支援施設

岡山県立成徳学校
児童自立支援専門員

西浪　祥子

【鳥取尉

自立援助ホーム
鳥取フレンド

寮母・保育士

山中　友子
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【埼玉県】

児童1護施設
若竹ホーム
児童指導員

井倉　章司
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陳京都】

母子生活支撮施設
東京都網代ホームきずな

母子指導員

飯田　明子

汐ローナグループ

【福岡県1

児童養護施設

報恩母の家

副園長

花田　悦子

仙梨県】

児童養護施設
山梨立正光生園

管理栄養士

齋藤　由香

ト鳥　．　1J　1

【千葉県】

改東京養育家庭の会
杉田　千昭

｛±M府】

乳児院

聖母託児園
保育士

河崎　玲子

カナダ（ビクトリア・バンクーバー・ケローナ）

「

1大阪府】

児童1護tSN
東光学園

児童指導員

友井　秀一

し
丙
．
」

“
、
．

【静岡則

情緒障書児短期治療施設

静岡県立吉原林間学園
セラピスト

中垣　真通

陳京都】

事務屈

資生堂社会福祉事業財団

池田　マリ子

【東京都】

事務局

資生堂社会福祉事業財団

山下　茂喜
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団長報告
・・．．・・…　　　．・．・．…　　　．・●●●■■◆●■■●●■●●■■■●●■■●■●●■●■●●●●●●■■■●●●●●●…　　　．

東京恵明学園児童部

副園長曽田　等

第30回資生堂児童福祉海外研修の団長として

9月25日より10月9日までの15日間カナダ・

ブリティッシュコロンビア州（以下BC州）の

児童福祉行政と実施機関について研修

させていただきました。資生堂社会福祉

事業財団、厚生労働省、全国社会福祉協議会の

皆さまに感謝申し上げるとともに、心から

歓迎していただいたBC州の関係諸機関の

皆さまに感謝申し上げます。

さて、児童福祉、とりわけ子どもの人権に対して

先進的な取り組みをしているカナダ10州の

中でも、従来州政府が中心となって援助を行なつて

きましたが、財政難のため児童への援助が州

政府からコミニュテt、家族へと軸を移しつつ

あるBC州で研修できたことは1］本の実情に

近い福祉行政にとって大いに参考となりました、

BC州は3年前に政権が交代した際、財政難を

理由に福祉予算を23％という大幅なカットを

行ないました”，特に児童関係では人所施設の

予算が大きくカッbされたため、入所型のケアは

殆どなくなり、一時保護と短期治療型の入所施設

が残るのみとなりました。そのため、里親による

ケアの比重がますます大きくなっています。

今まであった入所施設は転換を余儀なくされ、

里親の指導、問題を抱えている子どもたちの

地域内でのケア、青少年が自立するため援助等

へと方向転換せざるをえなくなりました。

BC州の子ども問題は大きく3つの流れがあり、

それは「虐待児対策」「青少年の薬物対策」

「先住民の子ども対策」で先｛主民関係は国、

子どもは州と入り組みながら対応しているよう

です。

これらの問題に対して、行政は子どもや青少年

のケアについては親、家族、地域が中心になって

地域の中で育てることに方針転換し、先住民の

子育て論を州全体の施策にしようとしている

ように感じました。

今回は30回記念として里親さんを含め16名の

団員が研修に参加させていただきました。里親

さんの参加は、日本における里親と施設の関係

がともに歩むための意見交換の場として大変

有意義でありました。

この研修の企画から、旅行中のお世話まで

していただいた資生堂財団の池田マリ子さん、

山下茂喜さんに、そしてコーディネートしていただき

ましたカナダ在住の菊池幸工さんに感謝申し

ヒげますe

16名の団員の皆さんが一致協力して、また真摯

な姿勢でこの研修に取り組んでいました。その

結果としてここに報告書を完成させることが

出来ました。

今後、団員にはこの研修を生かしてそれぞれの

分野で活躍することを期待しています。

5



事務局報告
◆・．．●●●●●●■●●●■●●●●●●●●●●●●●■■●●●●●■●●●●■●●■●．●●．．・・．・●・…　　．・・．．・．

財団法人資生堂社会福祉事業財団

常務理事　池田マリ子

晩秋から初冬に訪れたカナダのブリテdッシュ

コロンビア州（BC州）では、毎日降るといわれて

いるバンクーバー名物の“雨”には一度も遭遇

することなく、気候は暖かく、この地においても

地球の温暖化と異常気象を肌で感じながら

研修がスタートしました。

今回は海外研修30回を記念し、団員は児童

福祉施設のほぼ全種（養護・乳児・母子・自立

支援・情短・自立援助）にわたる中堅職員と

里親で構成。それに事務局を加えた総勢20名

が政府機関を皮切りに、全16ヵ所（政府機関：

3ヵ所、民間機関：13ヵ所）を訪れ研修を行い

ました。

研修テーマは「家族の重要性を尊重し、

コミュニティをべ一スにしたより柔軟なサービス

の強化」としましたが、2001年にカナダのBC州

が打ち出した、「児童福祉を政府主導からK間

へ移行」の実態を見聞してくることも大きな目的

のひとつでした。

そしてその実態は、政府側が「うまくいっている。

ケアを必要とする子どもが減ったので、施設の

閉鎖や予算の縮減がなされた」とする一方で、

民間側は「かなり問題だ。予算が削減された

ので、施設の閉鎖やサービスの縮減をせざるを

得ない」と、双方意見の食い違いもみられ、

政府主導から民間へ移行することがかなり

難航している様子が伺えました。

また、今回訪れた機関（施設）では「ニュージー

ランド（NZ）に学ぶ」という言葉を耳にすることが

多々あり、福祉先進国にあってもNZが一’歩先を

行っていることを再認識しました。特に、先住民

への対応に関しては咋年の研修地オーストラリァ

（AU）・NZでも学んだ「伝統、文化を重視する

ことが子育てには重要」と、カナダでも国を

あげて取り組んでいました。

先進国において児童福祉の研修を重ねるに

つれて感じることは、児童虐待や子育ての

課題は、今や万国共通の深刻な問題となって

おり、日本の取り組みが必ずしも遅れていると

ばかりは言えないということです。いみじくも、

昨年（2003年）研修に訪れたAUのニュー・サウス・

ウェールズ州（NSW州）では「12億AUSもの

予算を確保して、子どもと家族の支援を強化する」

という力強い取り組みを学んできたばかりにも

かかわらず、2004年12月15日付の朝日新聞に、

「AUのNSW州のオンブズマン発表によると、

病死を含めて亡くなった子どもの27％が虐待

の報告があったのに、民政局が虐待の可能性

を知りながら適切に対処せず放置していた」と

の残念な記事が載っていました。

先進国に学ぶことは、知恵や手法もさること

ながら、それ以上に課題に向けて原因を追究・

分析・研究し、戦術を変えて、なお粘り強く、

その国に見合った方策で繰り返し実行に移す

取り組み姿勢ではないかと考えます。

最後に、事前研修で有意義な情報を沢山

ご提供下さった高橋重宏教授、団員と同じ目線で

考え引率して下さった曽田団長、プランニング

から通訳まで一手にお引き受け頂いた菊池氏、

その他関係各位のご尽力に厚くお礼を申し

上げます。
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第30回資生堂児童福祉海外研修スケジュール
．

　　　　　　・月／日（曜） 　一時間　』．． 日程と研修概要　　　　　　　　　．一　　　　　　　　　　　　　　　　一一

9／25（土）

18：20

10：55

16：30

東京（成田）発　　JLO18　　　　　　　　　　　　　　（機中泊｝

日付変更線

バンクーバー着⇒ビクトリアへ移動

ホテル着（ハーバータワーズホテル）

9／26（日） 9：00 ビクトリア市内視察

9／27（月）

9：30

15：00

子ども家庭開発省子ども家庭開発サービス変革部1・1【

●BC州児童福祉制度の概要、連邦政府、州政府、地域の役割

●政府中心から民間への業務移行となった背景、進捗状況、課題

BC州子ども家庭サービス連合（FCFS）

●児童福祉事業に携わる民間機関の統合団体の内容と役割

　9／28（火）

1

10：00

13：30

子ども家庭開発省州内サービス部

●地域において具体的に展開されている省の事業の進捗状況

ビクトリア青少年院

●2年前に開設された閉鎖施設と開放施設の併合施設の実態

「
1
　
9
／
2
9
（
水
）
：
…

9：30

14：00

青少年アドボカシー事務所

●8C州における子どもの権利擁護の監視実態とアドバイス内容

オンブズマン事務所

●BC州の政府機関他、さまざまな機関から受けるサービスに対する

　苦情受付、調査、改善勧告の実態把握

「　9／30（木）
9：30

13：00

17：30

国際児童権利・開発研究所（ビクトリア大学）

●「国連子どもの権利条約」の宣言に大きな貢献をしたフィリップ教授の講演

バンクーバーへ移動

ホテル着（カルマナプラザ）

‘10／1（金）

‘　　　　　　　　　　　1

1　一

9：00

13：30

16：30

バンクーバー先住民子ども家庭サービス協会（VACFSS）

●先住民の特徴的な文化や伝統を尊重した独特のサービス内容

BC州里親協会連合（BCFFPA）

●BC州の里親制度とその実態及び里親協会の目的と活動内容

コベナントハウスバンクーバー（CHV）

●インケアやストリートチルドレンのためのサービス機関のサービス概要

●CHVの理事会に勧告や提案をする団体「ユースアドバイザリー委員会」

　メンバーとの食事をはさんでの交流会
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、

曜） 時　間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
日程と研修概要

10／2（土）　1 9100 バンクーバー市内視察

10／3（日） 9：00 バンクーバー郊外視察

10／4（月）

　　　　　　　‘

9：00

13：30

子ども財団

●プログラムの実態と政府の政策変更が及ぼす影響

大バンクーバーファミリーサービス

●バンクーバーを広域にカバーし、展開している幅広いプログラムや

　サービスの実態と実績を通じたサービスの提供方法

　　　　　　　　　‘
‘．10／5（火）‘1
　
　
　
　
　
　
L
‘

8：00

14：00

16：30

ケローナへ移動

オカナガン渓谷見学

ホテル着（コーストカプリホテル）

‘
‘
t
l
1
0
／
6
（
水
）
‘
‘

9：00 オカナガンファミリーソサエティー

●薬物中毒、アセスメントとコンサルティング、自立支援プログラム等

　幅広いプログラムやサービス実態把握と施設見学

●オカナガンファミリーソサエティーとの交流会

一゜／7（木）

9：00

13：30

アークプログラム株式会社

●営利を目的とした企業。ここで展開するプログラムやサービスの実態や

　実績、特にインテンシブ・トリートメント（集中治療）とサービスの提供方法

オカナガンボーイズアンドガールズクラブ

●アウトリーチや子どものデイケア等のプログラムやサービス実態について

10／8（金）

8：55

9：55

12：50

ケローナ発　　　　AC8415

バンクーバー着

バンクーバー発　　JLO17

．　10／9（土）

14：35

15：15

日付変更線　　　　　　　　　　　　　　　　　　（機中泊）

東京（成田）着

解散
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十カナダとブリ・t・yシユコ・ンビア州の概要

1．カナダ

‖

　　　　　パA－一一’一　－FL－－

　　　　　　　L　グリーンランド

磁緊，

1汚スta／　・」ぱ㍗
　　∠＿　　㌶］∴・三　∵＝

魔ご襟一　☆㍗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝ユーフアンドランド州

；声乳罐轡『㌣。1＿㌫瓢、
’Cン i゚’ト・n・・”・・マニ洲オンタ、。州　這鉱ぷ洲

　　　　　　　　　　アメリカ含衆国

　　　　　　L－一．一一一

（1）概要

　カナダは、ロシア連邦に次ぐ世界で2番目の

　広さを誇り、日本の約27倍の面積（総面積

　998万4670km2）を持つ。人口はおよそ

　3，100万人で、日本の約1／4である。10の

　州と3つの準州からなる連邦国家で、首都

　はオンタリオ州のオタワに置かれている。

　英国王が国家元’首であり、議会制民主

　主義に基づく立憲君主制をとっている。

　カナダの産業は、林業、農業、鉱業のほか

　に製紙、自動車などの製造業も盛んで、

　先進国の一員としてG8（先進国首脳会議）

　に参加している。サッチャー首相以前の

　英国の社会保障政策の基本方針であった

　“ゆりかごから墓場まで”の方針をカナダに

　おいても踏襲していて、基本的な医療費は

　無料など高度な社会保障制度が整備されて

　いるe

　カナダの公用語は英語と仏語で、公的な

　表示や商品ラベルなどは英仏両言語で

　標記されている。英仏系の移民を中心に、

r和フ喝ナイア”f7．：JレX

　t

様々な国からの移民と先住民が混在する

多民族国家で、それぞれに自分たちの言語

や宗教や文化を大切にしている。

②歴史

　17世紀初頭にフランス人やイギリス人が、

　インドや中国への交易路を探して、北米の

　大西洋岸を探検したことから、ヨーロッパ人

　の本格的なカナダ進出が始まった。彼ら

　の目的は豊かな漁場とビーバー、キツネ、

　クマなどの毛皮だった。英仏両国による

　植民地化が進むにつれて両国間で紛争

　が起こり、1759年にフランス領であった

　ケベック・シティが英国軍によって陥落し、

　パリ条約が結ばれた。その結果、フランス

　は北米の植民地を英国に割譲し、この地域

　から撤退した。しかし、英国統治下に入った

　6万5000人のフランス系住民は、自分たち

　の伝統、言語、文化を守るという意志を

　貫いたため、英国はケベック法（1774年）を

　制定し、ケペックにおけるフランス民法の適用

　と宗教・言語の自由を公認した。
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　1776年にアメリカ合衆国が独立すると、

　いわゆるロイヤリスト（王党派）と呼ばれる、

　英国王に忠誠を誓う英語系植民者が大勢

　カナダに逃れてきた。人口の増加に伴って、

　1791年にアッパー・カナダ（現在のオンタリオ

　州）とローワー・カナダ（同ケベック州）が創設

　され、それぞれ代議・統治制度を持つこと

　が認められた。1848年に2つのカナダは

　合併し、自らの責任政府をもつことが認め

　られた。さらに、成長著しい米国に併合

　される危険を避けるために、1867年の

　「英領北アメリカ法」の下にカナダ東部の

　植民地が統合され、連邦国家である自治領

　カナダが誕生した。その後も西部の英領

　植民地を合併し、徐々に版図を拡大させた。

　第一次世界大戦までの間、世界経済の

　繁栄を受けて経済が発展し、農業大国、

　工業大国として国家の基盤を確立した。

　第一次世界大戦で大きな役割を果たした

　ことから、国際連盟の中で英国とは別に

　独自の代表権を得るに至り、1931年に

　英議会で「ウエストミンスター条例」が可決

　されたことで、カナダは英国からの自治権

　を法的にも保障された。

　1982年に「英国領北アメリカ法」とその

　幾多の修正条項がひとつにまとめられて、

　「1867～1982年憲法法（ConstitUtion　Acts，

　1867～1982）」と改称され、連邦国家として

　の法体系が整備された。

（3）特徴

　①多文化主義

　　カナダは移民に対して、世界で最も寛容で

　　開放的な国であり、過去150年間に1，400

　　万人が移人している。第二次世界大戦

　　以前は、英国やアイルランド、あるいは

　　東欧諸国からの移民が大半だったが、

　　1945年以降、南欧やアジ7．南米、あるいは

CANADA＆BRITISH　COLUMB1A

　カリブ海地域からの移民が増え、カナダ

の多文化、人種モザイクはより多彩に

　なっている。

　複雑な民族構成を背景に、カナダは1988

　年に「カナダ多文化主義法」を制定し、

世界に先駆けて多文化政策を推進して

　いる。カナダの多文化政策は、自国の

民族と人種の多様性を認識し、尊重する

　ものであり、同化ではなく共存を指向

　している。経済、社会、文化、政治生活

　における平等の達成に向け、人種や民族

　的ルー’y．言語、宗教に関わらず、全て

　の国民が完全に参画できる、より包括的

　な社会の構築を目指している。

②人権尊重

　「国連人権宣言」はカナダの「権利と

　自由の憲章」をべ一スにしており、国連

　人権プログラムの初代局長をカナダ人

　のジョン・ハンフリー教授が務めるなど、

　カナダは国民の権利を保障することに

　おいて、世界をリードしている国である。

　カナダでは、男女平等の確立、個人と

　民族グループの権利の増進を重視して

　おり、「権利と自由の憲章」（1982年制定）

　によって以下のような国民の権利が保障

　されている。

　・表現の自由

　・民主的権利

　・国内の何処にでも住居を定め、働く

　　ことのできる権利

　・犯罪被告の法的権利

　・先住民の権利

　・男女平等を含む平等の権利

　・いずれかの公用語を使う権利

　・フランス語または英語の少数派が彼ら

　　の言語で教育を受ける権利

　・カナダの多文化遺産の保護
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2．ブリティッシュコロンビア州

（1）概要

　ブリティッシュコロンビア州（以下BC州）は

　カナダの太平洋岸に位置し、日本の総面

　積の約2．5倍にあたる94万7800kmiの面積

　を有するe州都はバンクーバー島南端に

　位置するビクトリア市である。総人口は

　約400万人で、日本で言えば大きめの県

　くらいの人口規模を持つ。民族数は190強

　　イ
　　　　　　ブリンス・ジョージ●

と多彩で、英国系に次いで中国系が多い。

先住民は人口の約4％である。

BC州の産業は豊富な天然資源に支えられ

ている。州面積の56％を森林が占め、木材、

製紙などの製造が盛んである。また、鉱業

も盛んで、銅、金、亜鉛を産出するほか、

石炭、石油、天然ガスなどエネルギー資源

も産出する。

　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　ウZルズ・グレイ㌔

ビクト已▲一ラ：・竺』＿a

　1㌔、、”、
　　　　　　了”＼、一、．

　　　　　／

牒　／
　　　／

　　／

　　〈A

今回訪問した都市の概要は次のとおりである。

・ ビクトリア市

　人口約30万人。19世紀までは港湾都市として栄え、カナダ最大の都市だった。現在は、

　英国調の落ち着いた街並みと温暖な気候で、観光都市として栄えている。

・ バンクーバー市

　人口約200万人のカナダ第3の都市。大陸横断鉄道の終着駅として発展した。鉄道建設に

　従事した中国人が定住し、北米第2の規模の中華街があるなど多様な文化が混在する。

・ ケローナ市

　人口約20万人。なだらかな丘陵に囲まれた自然の美しい地方都市。内陸性気候のため

　良質のブドウが採れ、郊外には多くのワイナリーがある。
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CANADA＆BRITISH　COLUMBIA

（2）歴史

　最初にカナダ太’ド洋岸に進出したのは

　　スベインで」774年のことて’ある　ブリテtッシュ

　コロンビア地域の領有権は、’lfl初、スヘインと

　ロシアの間で争われた　スヘインはメキシコ

　からバンクーバー島まて’の北米人陸人’r洋

　岸の領Wを主張し、ロシアもアラスカから

　サンフランシスコまでの領有をi：張していた

　1778年に英国のキャブテン・ジェームズ・

　　ク．汐が、初めてこの地域を地図にii己載した

　1791年にスベインの探検家、ホセ・マライア・

　ナルバエスが海路を開き、翌1792年の

　6月に、英国のキャブ．テン・ジ1一ジ・パン

　　クーバーがバラード人II：を兄つけ、英1日の

　　太平洋岸進出が始まった．その後、スペイン

　のJJは弱くなり、イギリスがこの地域を

　　支配した　1843fFに最初の定住入植地が

今目のビクトリアに設置された

1857年、フレーザー川．ド流で金が発兄

され、アメリカ人を中心に何万人もの人々

がこの地域に人挙してやってきた　法

と秩序を∵1：るため、英川政府は翌年に

フ． リテfッシュコロンピアを英領植民地

と宣，．言した．狂乱のゴールドラッシュが

終わった1866rP、バンクーバー島の植民地

はプリティッシュコロンビアの植民地に

併合された　この植民地は、北米大陸の

他の英川植民地と山岳地帯を隔て何T’

キロも離れていた、太’1勺羊岸とカナダの

他地域の問に鉄道けナデfアンハシフィック

レールウ．T．イ｝を敷くという約束を得て、

フ’リティ．ノシコ．コロンビアは、1871年に

カナダ自治領に参加し、連ナ1；国家の一損

となった．
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3．カナダにおける先住民の歴史と現状

3．1　先住民の概要

先住民はカナダ全体で約80万人おり、これは総人口のほぼ3％にあたる。カナダの「権利と自由

の憲章」では、先住民を以下の3つのグループに区分している。

・ インディアン（lndian）

　広く先住民を意味する，，多様な民族があり、言語や習慣が異なる，

・ メティス〔Me’tis）

　先住民とヨーロッパ人の両方を祖先とする人々．．

・ イヌイット（｜nuit）

　北極地方に住む人々。ブリティッシュコロンビア州（BC州）には少ない。

カナダの先住民は、今から1～3万年前にアジア

からアメリカ大陸へ渡ってきたのが始まりと

されている。その後さまざまな民族が生活様式

や言語、文化を発展させ、風土に適した生活

を営んできた。

インディアンは多くの部族に分かれ、各地で

大きく異なっだ仁活や文化を生み出した。また、

北極の狩猟民イヌイットは、現在のアラスカから

グリーンランドにかけて多くの小グループと

して散在していたが、のちにカナダにも南下

してきた民族である。

ヨーロッパ人がカナダへの移住を始めたのは

1600年代初頭だが、最初の人植者である

フランス系の人々は、貴重な毛皮を運んで来る

先住民と協力・友好関係を結び、先住民も

彼らが定住し新しい環境に慣れるための手助け

をするなど、良好な関係を築いていたtこの

時期に白人移民と先住民の混血であるメティス

が生まれた、

3．2悲しい歴史

イギリスが北米大陸の大半を統治するように

なったのは1760年のことである。その3年後

に政府は先住民に対して、彼らを保護し各種

のサービスを提供すると約束したが、実際に

は保留地（reserve）と呼ばれる狭い．上地に

閉じ込めたのである。1876年、新生カナダ政府

が最初の「インディアン法」を制定した。先住民

として認められるための条件を規定し、保留地

の外への移住を規制し、子どもに教育を受け

させる期間と場所を限定し、先住民の参政権

を認めなかった。そして先住民を西欧社会に

1司化させる政策がとられた。

1894年に、先住民の子どものための施設

「レジデンシャルスクール」が建てられ、子ども

たちは強制的に家族から引き離され、施設で

集団生活することを強いられた。そのEl的は、

先住民の子どもたちを西欧社会から見るところ

の‘野蛮入’から’文明人’に変えていくことで

あった。’r・どもたちは家族から引き離された

上、見知らぬ人々の監視の下で生活様式を

変えられ、白分の民族の言葉も禁止され、

英語・フランス語の使用を強制された、祖先

が数千年もの時をかけて培い、継承してきた

伝統や文化は絶たれ、何より子どもたちは

「自分が誰であるのか」というアイデンティティ

さえも失ってしまった。

この政策は、1970年代まで約100年にわたり

行われたc
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3．3生じた問題

家族や故郷から無理やり引き離された先住民

の子どもたちは、父母の愛や、父の強さ、母の

優しさ、家族としての価値を知ることができない

まま育てられ、心に深い傷を負った。白人社会

から差別を受け、かといって先住民の社会に

戻ることもできず、アイデンティティの喪失に

苦しんだ。何世代もの間、先住民の社会は機能

不全な環境におかれ、複雑な問題や不利益を

抱えてきた。

祖先の文化を学べず、白人の文化にも適応で

きなかったことで、彼らは親になっても子どもを

育てられず、子どもたちも伝統的な子育てを

されることがなかった。そしてこの悲劇は現在

まで尾を引いている。

3．4現状

先住民が発言力を持つようになるのは、数千人

の先住Kが世界大戦に従軍したことで、戦後、

英語やカナダの社会習慣に通じ自治権意識を

もった新しい先住民指導者が誕生したことに

よる。

1982年カナダ憲法に加えられた「権利と自由の

憲章」は、彼らに先住民とLT（の権利と、結ばれて

きた条約の権利の存在を明記した。

今日のカナダでは、先住民族とカナダ政府

両方に有益な法律と条約を制定し、それを

尊重している。先住民は、他のカナダ市民と

同じ権利と自由を享有し、同じ公的サービス

を受けられるほか、先住権や条約権を持つ

ので輪市民権十aであることから「シティズン・

プラス」と言われている。

カナダの先住民たちはこれまで、彼らの文化

と権利を守る努力を続けてきた。現在では、

先住民の多くの団体や機関がカナダ政府と

協力して活発な活動を行っており、学校等の

教育の場やコミュニティの場で彼らが社会的、

経済的、政治的、文化的に向上するための

努力を続けている。カナダの政府・国民も

同様に先住民との関係向上のために尽力して

いる。

また、BC州の児童福祉においても、関係機関

に先住民の人を積極的に採用するなどして、

先住民の子どもたちのケアを先住民自らが

行えるよう、改革に取り組んでいる。

（参考資料：カナダ大使館　広報誌）
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ブリティッシュコロンビア州施設訪問記

1．ブリティッシュコロンビア州に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おける子ども・家庭福祉行政

1
子ども家庭開発省
Ministry　of　Children＆Family．　Development

ブリティッシュコロンビア州（以「ドBC州）に

おけるfどもと家庭福祉は子ども家庭開発省が

担当している，大臣のドに7部門を擁し、州の

政策やサービス基準の確立、サービスの施行、

各種システムの実務管理、コミュニティとの連携

関係の維持・向上などt｛祉全般を担’ηしている．．

BC州の子ども家庭福祉は従来の中央集権的な

サービスからコミュニティの力を活用した地域

分権的なサービスへと、まさに移行期のさなかで、

しかも政権交代や国家財政の再建政策による

福祉予算の削減もあり、われわれが訪問した

段階では計画と実践の乖離も見られた、

しかし、r一どもと家庭を基軸にしてコミュニティに

パワーシフトしてゆく福祉の考え方には力強さが

感じられ今後の動向に大きな期待感を感じた、

今回は7部門のうちわれわれが研修した了どもと

家庭の福祉に直接関係する、i’ども家庭開発

サービス変革部、先住民・移行サービス部、

州内サービス部の3部門を中心に報告する．

Ll子ども家庭開発省組織図

Φ子一」一
②「先住爵・蓼行杜一ピ瓢

一

　　　　　一一②・納サーピ鳩　一一一一．一

．

．4子どものケア・特別ニーズの子ども・早期児童教育郵

、ξ運営サービス部

；6’業務執行部

11支所

タコミュニティ・リビング・サービス部
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1．2　各部門の主な任務

（1）子ども家庭開発サービス変革部

　家庭開発支援及び強化サービス、児童養護、

　入所・里親ケァ児童長期支援1｝1画、後見人・

　養子縁組、子ども家庭開発品質保証等

（2）先住民・移行サービス部

　先住民族へのサービス計画と実施、地域

　団体と州政府とで結ばれた実施事項の推進

　と履行契約の励行、先住民問題に関する

　州政府他省庁との連携等

（3）州内サービス部

　青少年鑑別所、触法少年サービス、子ども・

　青少年メンタルヘルス、メープル（r・ども・

　青少年メンタルヘルス施設）管理、青少年

　犯罪、ユースサービス

（4）子どものケア・特別ニーズの子ども・早期

　児童教育部

　親教育・児童育成を含む早期児童教育

　プログラム立案とサービス、子どものケア、

　自閉症を含む特別ニーズの子ども・ユース

　支援、看護サボートサービス等

（5）運営サービス部

　サービス計画と履行計画の承認、責任保証、

　予算編成、財務管理、資産管理、規則遵守

　監査、危機管理、各種契約管理、電r情報

　管理等

（6）業務執行部

　戦略人事〔公共事業機関との連携）、人材

　育成、省全体の政策立案、法務・訴訟への

　対応、省内部のコミュニケーション調整等

（7）コミュニティ・リビング・サービス部

　コミュニティ自治への移管、州コミュニティ

　リビング（CLBC）CEOの任命、．子どもコミュ

　ニティ・リビング・サービスの運営、大人コミュ

　ニティ・リビング・サービスの運営、r一ども・

　青少年特別ニーズプログラムの作成推進等

2．子ども家庭開発サービス変革部
　　　Ministry　l）f　Children＆Family　Deve！opment　Service

　　　Transformation　Division　I

2．1　州政府の位置付け
▲シーベン氏による講義

カナダは連邦政府と州政府の二重構造で、

この二つには明確な役割分担があり、その

役割は「Constitution　ActJに明記されている、

連邦政府は国防・外交・国家予算など国家に

関わる※務、州政府は健康・保健・教育・社会

政策等n常業務に関わる業務を担当する、

連邦政府は各州に1”算提供だけを行い、

立法・行政は全て州政府が実行するBC州で

はr一ども・家庭i福祉の分野をr・ども家庭開発省

が担当しているが、サービス変革部がその中心的

な役割を担っている。
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2．2　BC州の児童福祉に関する法律

BC州の児童福祉は「子ども・家庭および地域

サービス法（Child．　Farnily　and　Commmity

Service　Act）」に基づいて行われる。

1900年代前半にこの法律の原型となるものが

できたが、当初ば「家のない子どもたち」、「学校

に行かない子どもたち」、「養育能力に欠ける

親を持つ子どもたち」などを対象としていた。

その後時代とともに内容は変わり、現在は国や

州を作る基礎は家庭であり、子育ては家庭が

第一であって政府の関与は限られている。児童

福祉に関する法律は、この限られている部分に

例外を設けており、いわゆる「どう介入するか」

が定められている。

主な内容としては、サポートサーピスについて、

児童養護サービスについて、ケアにいる子どもの

後見人についてなどの法的な権限が示されて

おり、他に右記のようなことについても規定されて

いる。

①子どもが保護されるべき状況（第13条）

　子どもが以下のような状況にある時は、保護

　されなければならないc

　・虐待（身体的、性的、ネグレクト、心理的）

　・性的搾取

　’健康や健全な発育が損なわれる

　・適した環境が提供されない

　・安全が脅かされる

　・親の死亡

②通告の義務（第14条）

　BC州に住んでいる全ての人は、もし子ども

　が危険な状態にあると思った場合、あるいは

　感じた場合は、必ず児童福祉の担当者に

　連絡する義務がある。通告の義務を怠ると、

　6ヵ月の禁固刑や罰金上限1万CA＄（94万円）

　が課せられる。

2．3推進体制

2001年、州政府は「地域のニーズに適応した

サービスができる」として、児童福祉に関して

政府主導型からコミュニティ主導型へ移行

するという方針を出した。

その際、11の地域で行っていたサービスを

5地区に再編成し、業務執行体制も次のよう

に変更している。

まず、大臣（首相が指名）が6人のディレクター

（ソーシャルワーカーの有資格者）を指名。その

うちの5人が5つのエリアを担当し、残る1人が

大臣のアシスタントとして州全体を調整する。

働くスタッフを指名することができ、現在州全体で

1，100人のスタッフ（公務員）が活動している。

さらに、別途に民間への委託があり、政府は現

在福祉事業の約75％を民間に委託している。

因みに、2003年度子ども家庭開発省の年間

予算は約14．5億CA＄（1，363億円）、2004年度は

13．8億CA＄（1．297億円）である。政府は財政

再建中であり、予算削減の影響が児童福祉

にも及んでいる。
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2．4　サービス活動の現状

（1）サポートサービス

　①サービス内容

　　・ソーシャルワーカーが家庭訪問し、家庭状況を改善するためのサポート

　　・ファミり一センターを設置し、家族がいろいろなサービスを受けられるようにする

　　・子どもに身の危険がある時には、政府が介人して安全を確保する

　　・子どもが家庭から引き離された場合は子どもの後見人になる

②対応方法（手順）

相殿受付（ソーシャルワーカー）

コンピューター情報確認（過去の相談記録の有無）

（緊　急）

　　　　　　調　査

（親・子ども・兄弟・親族・教師・医者等）
即座にケア対応

「≡〔一一＾●一一⇔一¶，一一←一一←一一一＾f－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1
t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

，　この間に、観とソーシャルワーカーの仲介担当者は「ファミリーカンファレンス」を開き、　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

；　親や親族に子どものケアプランや予算について説明、サービスについて親からの要求を　；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

1　聞くなどし、その親子に必要なサービスを提供する。　　　　　　　　　　　　　　‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
L　また観の了解を得られずにケアに入れる場合は子どもを引き田した後、7日以内に法廷に　‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1　持ち込まれる。裁判には、州政府の弁固士、親の弁護±、時には子どもの弁題士も出廷　I
t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲ

t　して、子どもをケアに入れるのか家庭に戻すのかを最終田整する。　　　　　　　　　　1
‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

L－一＿＿＿一＿＿＿一＿＿一＿一一＿一一＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿＿＿一一＿一＿＿＿＿＿＾＿一香←，←，，，，一＿＿＿一＿」

（2）里親サービス

　　カナダには大舎制の施設はなく、グループ

　　ホームに近い形でのケアも減ってきている。

　従って、ケアに人る子どもの大部分は里親

　委託される。里親は4段階のレベルに分け

　　られ、預かる子どもは養護のみを必要と

　する子どもから、ADHDなどの問題を抱え

　ている子どもまでおり、子どもの難易度に応

　　じて政府からの委託金の支給額も違ってくる。

　　（里親サービスについては里親協会連合の

　項で別途案内）

（3）特別施設

　　子どもに問題行動があり、里親ではケア

　できない子どもや特別な保護を必要と

　する子どものためのケア施設で、ベッド

　助成金施設、グループホーム、集中子ども

　　ケア施設などである。これらのサービスは、

　非営利団体や民間機関または個人で運営

　　されている。
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2．5　児童福祉改革の進捗状況

改革前に比べ、現在ケアにいる子どもの数はBC州全体で9，582人（その内約4割は先住民の子ども）

から9，（脱人へと496人減少している。

また、子ども家庭開発省が抱えているケースは7，726人から7，266人へと460人減少している。

これらの減少要因としては、「5地区に再編成し、専門家を配置したことできめ細かいケアが出来て

いる」、「予算が有効活用されている」、「メディアによる好影響」などがあるとのことである。

具体的には、

　①親あるいは親族が子どものケア計画に参加することにより、以前よりよいケア計画が立てられ、

　　積極的にケアに参加することで高い効果が得られた。

　②親族がケアに参加し子どもを見ていくことで、ケアに人ってくる子どもの数が減り、予算の有効

　　活用が図られた。

　③政府から委託されている機関の間で、政府からの予算をいかに効率よく使うかというネットワーク

　　ができ、そこで里親が予算的な意味も含めて再評価されるようになり、成果が上がった。

　　しかし、’方ではケアシステムが構造的に変わったためそのシステム変更と予算面の課題、

　　ケアワーカーが変化に追いつけない、調停者との信頼感の希薄化等の問題も出ている。

2．6　今後の課題

①親族が子どもを引き受けた場合でも、里親と同じように予算措置をするような柔軟な対応。

②先住民のコミュニティで先住民の子どもを育てられる指導者の育成。

③ケアにいる子どものサービス改善につなげるための、連邦政府との連携。

④サービスの改革を推進するための継続的な人材開発と育成、

3 先住民・移行サービス部
Ministry　of　Children＆Family　Development　Service　Transformation　Division　9

3．1概要

子ども家庭開発省の中で、特に先住民の

子どもと家庭に対する福祉改革を進めている

部門である。

サービスを行う機関は、地域ごとにオフィスを

構えた出先機関と政府から権限を委譲された

民間機関の2通りあるが、それらの機関を

サボートするとともに、先住民に対するサービス

の政策・基準を決める。

BC州では先住民の子どもは先住民の

コミュニティ、あるいは家族が育てるのが良い

と考えられており、その能力を高めるために

各種サポートを行っている。
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3．2　先住民の現状

BC州の人口は約400万人で、そのうち先住民の

占める割合は4％である。しかしケアにいる子

どものうちの約4割を先住民の子どもが占めて

いる。また、統計的には先住民の家庭の27％

がシングルファミリーであり、母子家庭の40％は

年間所得がL2万CA＄に満たない（一般家庭

では平均2．8～3万CA＄）。先住民の子ども

の約52％が貧困ライン以下の所得の家庭で

生活しており、社会的・経済的におかれた立場は

非常に悪く不利な状況である。一方、先住民

の子育ては伝統的にコミュニティ全体で行って

いる。

3．3先住民への権限委譲

州政府が提供しなければならないサービスの

内容は法律によって規定されており、先住民の

リーダーとBC州の間で同意書を交わしているr．

その内容は、権限を委譲された先住民の機関

は法律で定められたサービスを先住民に提供

しなければならない、というものである。

現在、BC州全体で権限を委譲された先住民の

民間機関は20あり、うち2つは都市部で活動

している。

サービスの提供に関しては、　20の中の7機関は

ファミリーサポートだけでなく、子どもの保護

まですべてのサービスを行っている。残り

の13機関は一部の限られたサービスだけを

提供しているが、順次トレーニングを行い、

すべてのサービスが提供できるような機関に

成長させていく。また更に、新たに7つの民間

機関が権限委譲を受ける準備を進めている。

現在、200ある先住民のコミュニティのうち131

が、権限を委譲された民間機関からサービスを

受けており、残り69は先住民の機関ではなく

BC州（政府）の児童福祉機関からサービスを

受けている。

3．4　具体的活動

（1）子ども家庭開発省の戦略

　先住民の機関およびコミュニティに権限を委譲し、彼らが自分たちの力で進められるように能力

　の向上を図っているc

　　①自らが自分たちの一f一どもの面倒を見られるようなエージェントを育成する。

　　②先住民のコミュニティが、政府と同様の権限をもとに独自でサービスの企画や運営

　　　ができる能力を身につける。

　　③活動に必要な予算を政府が提供し、先住民の機関が独自に必要に応じて予算配分をする。

　　④州政府で働く職員に多くの先住民を採用し、長期的に働いてもらう。

（2）先住民が独自に行うサービスの内容

①予防

②保護

③保育所、ディケア

④早期児童教育

⑤メンタルヘルス

⑥ユースジャスティス

⑦後見人

⑧ファミリーサポート
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4 州内サービス部
Ministry　of　Children＆Fainily　Development　Divisional　Operations　and

Support＆Director．　Migrant　Services，　Provincial　Service　Division

4．1概要

子ども家庭開発省州内サービス部のビクトリア地区出先機関。青少年の閉鎖施設やメンタル

ヘルス施設、聾唖者へのプログラム、難民の青少年の対応など幅広いサービスを政府の立場

から提供し、監督している。

4．2組織

9つの部門に分かれて、各担当者がサービスを

提供している。BC州における青少年の特殊な

施設を運営、管理している。

（f）閉鎖施設に関する部門

　現在州内には3カ所の閉鎖施設がある。

　以前は9カ所あったが、対象者の減少に

　伴い次第に減ってきた。対象は12～18歳

　未満。しかし、問題の内容によって裁判官

　が必要と認めた場合は、12歳以下でも入所

　することもある。総スタッフは380人t

（2）触法少年に関する部門

　触法少年には州内に多く存在している触法

　クリニックで精神鑑定を行っている、．また

　閉鎖施設や開放施設に人所している触法

　少年に対しては、施設内の触法クリニック

　で精神鑑定を行っている。総スタッフは

　6人、．

（3）メープルに関する部門

　メープル（Maples）と呼ばれる、子どもの

　精神疾患専門治療施設である。

　バンクーバー郊外のバーナビー地区にある

　人所型施設で、定員は40名。心理アセス

　メント期間が30日あり、アセスメント結果に

　基づいて個々に応じた処遇プログラムが

　立てられる。平均入所期樹は6～7ヵ月で

　ある。そこで生活している子どもはかなり

　症状が重い子どもたちばかりであるが通所

　してくる子どももいる。

　働いている職員は精神科医、カウンセラー、

　ケースワーカーで、チームを組んで地域にも

　出かけて行き、診断や治療も行っている。

　子どもの精神疾患については、普通の病院

　では対応しきれないという理由でつくら

　れた。スタッフは（調理員や清掃員を含み）

　139人。

（4｝聾唖、難聴の人に関する部門

　パーナピーの高校で聾唖や難聴の人に

　特別なプログラムを提供している。

　寄宿舎もあり、遠方からでもこの学校に

　通ってきてサービスを受けることができる。

　聾唖の子どもを持つ保護者に手話を教え

　るなど、条件に応じた保護者へのサボ．一ト

　サービスもある。総スタッフは29人c

（5）財務に関する部門

　財政を担当しており、スタッフは4人。

（6）難民に関する部門

　難民のうち、青少年はこの部門が対応し、

　カナダ国籍の青少年と同様の支援が提供

　される。難民のいろいろな言語や文化に

　対応できる人に協力を仰いでいる。弁護士

　を付けて難民申請を行い、場合によっては

　里親やグループホーム、施設への生活を

　提供する。

　過去5年閤で38力国の子どもたちが難民

　として人国しているが、現在は1ヵ月におよそ

　6人の難民が入国。スタッフは2人。
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雛民への対応に関しては過去に起きた事件を教訓にしている。

中国のフーシンというところから4つのボートに400人が乗り込み違法入国してきたcその中に親が

伴っていない子ども（18歳未満）が130人いた。

この子どもたちに対Lr、子ども担当省が雛民申請を行い、30人は里親やグループホーム、施殴などで

生活をさせケアをしていた。

ところが、それ以外の子どもたちに関しては、1年経っても難民申賭が受理されず（6人のみ受理）、

いつのまにか多くの子どもたちは他国（主に米国）へ渡ったのか、行方がわからなくなってしまった。

この経験（反省）を踏まえて、雛民に関する専門部門が設けられた。

（7）子どもと青少年のメンタルヘルスに

　関する部門

　BC州では4万人がメンタルヘルスの

　治療を必要としている。州政府としても力

　をいれている分野で、スタッフは8人。

　①メンタルヘルスプラン

　　　BC州の子ども家庭開発省が作った

　　　カナダで初めてのメンタルヘルス

　　に関する子ども専用のプログラムを

　　学校・病院・施設では3年間で導入実施

　　する計画である。

▲Child　and　You愉Menta田ealth　Plan

②いじめへの対応

　BC州ではここ2～3年学校で、いじめや、

　からかいが火きな問題となっている。

　いじめにどのように対処し．たら

　よいか、いじめる側の気持ちはどうなの

　か、「フレンズ」というパンフレットを学校

　現場などに配布して参考にしてもらって

いる。「決して隠さないこと」が大事な

共通姿勢である。

▲FRIENDS

③マスメディアの利用

　私たちが訪問した日の前nに、子どもの

　問題（10代の子どもの自殺）を扱った

　番組を放映して一般の人たちに問題

　提起した。今後もう1本放映を予定して

　いる、とのことだったtt

④予防と研究

　ブリティッシュコロンビア大学医学部の

　専門機関で多くの研究がなされており、

　ウェプサイトで内容も知ることができる。

　保護者へのメンタルヘルスも研究し、実施

　れている。
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（8）青少年の法廷に関する部門

　BC州内を4地域に分けてスタッフを配置

　している。スタッフは109人。

（9）青少年の安全に関する部門

　2005年3月、青少年の安全に関してBC州

　の法律が改正される予定。

ストリートチルドレンや性的搾取にさらされて

いる子どもたちなど危険な環境にいる子どもに

対して、警察が72時間安全な施設で保護できる

ようにする法律である。ベッド数が4床ある避難

施設が5ヵ所用意されることになっている。

スタッフは4人。

所感

今回カナダの福祉を勉強して感じたことは、

「子どもの安全」を第一・に考え、福祉政策

を行おうとする、それぞれの福祉スタッフ

のプロ意識だった。

政権が変わり、予算削減を伴って考え

出された政策の中でゼロからのスタート

だった。法律を見ても子どもを守るための

内容が示されており、国民全体に子どもを

守る義務があった。それに比べて日本では、

日々子どもに関する残念な報道が流れる。

通告の義務にカナダは罰金刑や禁固刑が

あるが、これは事件を未然に防ぐことにも

「過去において先住民との関係がうまく

いかなかった」と歴史の事実を受けとめ、

その上で改革を進める姿勢はすばらしい

と思った。過去の過ちを認めることはとても

勇気がいるs

改革を進めるとき、なぜそれをする必要が

つながる。わが国では子どもの人権より

親の人権が守られている傾向にあり、子ども

が虐待されたにもかかわらず、施設に入所

するのは子どもで、悪いことをした親には

あまり厳しい刑罰はない。

現在、日本も変革の時期に来ているが、

われわれ子どもにかかわる仕事をしている

スタッフを先頭に、「子どものことを第一に」

と地域への呼びかけや意識改革を行わなく

てはならない。

あるのかを考えると、かつての過ちにたどり

着くのではないかと思う。過去に縛られる

のではなく前に進むために受け入れる

気持ちを持ちたい．

o△6666で6M（～ピ～b66《s6略略叡～、～叡～666・66666066・6ピ～65ぷ～66t～叡～望～6t～666666

恒へ’ct’な副

象カナダのある施設に訪問したとき、一人

象の少女が近づいてきた、カナダに来て

き久しぶりの子どもとの会話にとても興奮し
6
g“こまっちゃん”は、少女に3つのことばを

象教えた。まずは、「こんにちは」、次に大阪

‡出身の仲問のために「おおきに」、そして

秋田出身の私としてはカナダの大地に

響き渡る「おおきに一」がうらやましくなり、

「へ・ば・な」を教えた。すると、本場の

フランス語？の発音で「フェ・バゥナ・ナァ」と

微笑みながら連呼していた少女であった。

　　　　　　　　　　　〔こまっちゃん）6．

CSals6t～＆～ピ～066やa566666666・u～tso6s6666娯◇6c・6⑥b6666666《～ぷ～66’6666666
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所感

カナダでは触法少年の場合、連邦政府の

「You由Criminal　Justice　Act」に基づいて

裁かれるが、子どもが施設に人所すると

fども家庭開発省の管轄となり、実務は

州政府が担当するので、情報が一本化

しやすく行政の施策の無駄が省かれる。

また、閉鎖施設が減少傾向にあるという

ことは、子どもの問題の深刻化、複雑化、

非行内容の凶悪化の現状からは・見

相反するようであるが、対象がfどもで

あることをまず最初に念頭において処遇

を考え、家族との関係性の重視、地域

社会で支えていく指針を打ち出して各施策

を推進しているので、施設の減少に

つながっていることもうなずける。子ども

の問題を家族の問題と捉えて家族支援の

プログラムが多く作成されている．里親

の数、支援サービスの幅広さ、職員数の

多さ、ボランティアの普及、人権意識の高さ

など、どれをとっても地域に根ざした支援

が可能な、人的資源の多さにつながって

おり感心するのみである．情緒障害児

短期治療施設1つとっても日本とは職員数

が一・桁違う実状に聞いていたメンバーも

驚きの声をあげていた、

また、メンタルヘルスの研究を推進して

いることは大いに参考にしたい，大学が

臨床・研究を深め、それを現場と速携

しながら実施に役立てている、近年日本

でも児童の精神領域の研究はかなり進歩

しているが、まだ一一般化している状況では

ないと思う、司法関係、福祉関係、教育

関係それぞれの領域で研究や施策が

進められているので共有化していくこと

が必要とされる．

難民に対してのプログラムは移民の多い

VICTORIA

多民族国家ならではと思われる。難民の

子どもに対してもカナダの子どもと「司じ

ようにすぐに対応がなされていると

聞いた、懐の大きさを感じた，

それにしても13歳からは医療に関して

子どもが自分の意思で治療を選ぶことが

でき、16歳になると家を出ることも白分の

意志で実行することができることが、当然

の権利として社会に認めてられている

ことなど驚いた。大人同様の扱いをして

いる。日本でも中学校を卒業すれば立派

な社会人であるが、その年齢の子ども

のうち、果たしてどのくらいの子どもが

大人としての精神面の成長や生活能力や

自立心を身につけているかというと

かなり少ないのではないだろうか、それだけ

子どもをいつまでもt1’やかす環境が家庭

にも社会にもあるような気がする，一・方

で社会福祉の先進国で、Ult界中でトップ

レベルの生活しやすい国との評価を得て

いるにもかかわらず、ストリートチルドレン

の問題や薬物体験者が青少年に高い率で

いること、青少年の白殺の増加やメンタル

ケアを多く必要としている実態などこの

国が抱えている複雑な一．’面も見た気がした。

　　　　　　　　　　　　　　（西浪）

⑲
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皿．BC州子ども家庭サービス連合（FCFS）
　　Federation　of　Chitd＆Family　Services　of　BC

▲連合代表のクレイグさんと

1．概要

1982年に開設され、プリテt・ソシュコロンビア州

似トBC州）の福祉’1‘業を｝fっている民間機関

を統合する機関　i”な役割はj／ども、許少年、

家庭に対して質の高いサービスを提供する

ことである

1980年代に政府は民1｛IIへの福祉・1喋委託を

始めたが、それぞれの機関から共通の問題点

や考え方が発生したため、それらの問題を

共有し、改善していくために出来たのがこの

サービス連合である　この連合には約100の

機関が参加しており、各機関の事業内容は

メンダルヘルス7ア、触法少年に対するケア、

女性へのサホーLr一どもへの‘棚教デr、身体

障害者（大人1へのケアなどである．そのほとんと．

は非営利団体であるが、なかには営利団体も

ある

政府は、本）k政府が行うべき福kl：事業の75％

を民問に．委託しているが、この連合はr一ども家庭

開発省ばかりではなく、他の省や連邦政府から

の委託を受ける場合もある

連合では加暇機関の現場の声を聞き、問題が

あれば州政府に改善を申請する役割を担って

いる．．しかし、州政府がその申請を受理しても、

必ずしも中請が通るわけではない．職L］は

2名、運営費はf卜間15JjCA＄（IAIO万1［1）で

加盟メンバーから拠出される　日本における

祉会福祉協議会の位1首づけに近いものと考え

られる
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2．活動内容

①経験や知識の共有

（メンバーとの定期的な会合開催、活動ネットワークの拡充、サービスの強化など）

②児童福祉研究に対するサポート

③メンバーの資質向．Lのための研修

④児竜福祉に関するニュースの配信

⑤ケアサービスの基準設定（決定）

［ケアサービスの基準について］

福祉事業を行う民間機関が州政府から権限を

委嘱されるためには、それぞれの事業に応じた

サービスが基準に達しているかどうかの「認定

制度」にパスしなければならない。

基準の一例としては、子どもを預かる期聞が

決まっているか、どのような手順でサービスが

進められるか等である。

また、メンバーとして最低限の質を維持する

ための基準も設けられている。

3．　加盟メンバー（機関）の紹介

今回われわれの研修に、FCFSの加盟機関の1つである「Child＆FanUly　Counselling　Association」

の代表からこの機関の事業内容について説明があったL．

3．1　機関（団体）名

　　　Chitd＆Family　Counselling　Association

3．2概要
　　　地域を基盤に子ども・青少年・家庭への指導や支援をする相談機関である，

（1）事業内容

　①ケアに入っている子どもへのサービス

　②家庭にいる子どもへのサボートサービス

　③精神的障害のあるfどもなどへのサービス

（2）対象地域と職員数

　①対象地域：BC州ビクトリアの一・部

　②職員数：カウンセラー55名、事務職員4名

（3）予算

　年悶予算は150万CA＄（1．4億円）tt子ども家庭開発省からの委託事業のみ請け負っており、

　予算は州政府より拠出されているr
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（4）サービスの流れ

州政府からの委託を受け、担当省と協力しながら現場調査に入る

緊急性：高 緊急性：低

一時保護

子どもの安全性を考え、家庭から引き珪した方が

良いと判断された場合、子どもは一時保護として

里親に預けられる

家庭でのサポート

スタッフが定期的にその家庭に入り、

子どもにどう接したらよいかを少しずつ

親に教えていく

家庭へ戻れず

ケアに入る
家庭に戻り、家庭支援へ

子ども自身が独立していくための技能

（スキル）を教えていく

※できる限り家庭へ戻す方向でのサポートがなされる。

※家庭へ再統合される割合はアメリ力西海岸では約20％といわれているが

BC州で1ま25％より高し、とのことである。　　　　　　　　　　　　　i

　

4 現状と現場の声

BC州の児童福祉を考える時に、忘れては

いけないのが先住民へのサービスである。

「先住民の子どもは、．先住民のコミュニティへ」

という政策がとられており、州政府は先住民に

対して良いケアをしていると思うが、彼らに

子どもを育てていく能力が備わっているか

どうかは問題となるところであるc

また、どこでも言われることだが、政権が

変わることにより政策・制度の変更があり、

福祉の現場にも大きな混乱をもたらしている。

州政府の発表ではケアが必要な子どもは数値

的には減っているが、それは、予算の削減に

よりケアに人りにくい状況になっているので

あって実際に数が減っているわけではない。

さらに現場から、政府は15歳以上の子どもには

関与したがらないという声も聞いた。ここBC州

で予算の削減により影響を受けた部門は、

児童養護と、身体障害者（大人）へのケアで、

逆に影響を受けなかったのは子どもの早期

教育、メンタルへ．ルス、触法少年に関する機関

の部門である。

また、BC州では中央集権から地方分権へ

政策転換を推進しているが、現場では人不足、

資金不足等で充分なケアに結びついていない

現状もあるようだ。
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．．一一 所感

ここ「． FCFS＿はfi［HE’5　tJ）　［｜のノi：　｛；1・の‘∬6多先

であったが、後日、連合メンバー機関を

数ヵ所訪問したこともあり、そこで少しずつ

全体像が認識できてきたように思う．

FCFSで「すごいな．！と感じた二とは、

ケアサービスの11曇準が政府との協定て’

決められていて、サービスの質が維持

されていることと、そのための具体的施．策

がとられていることであるttそれに加えて、

スタッフの義務として最低限実行しなければ

ならない基準も決められていた　自らを

振り返り、身の引き締まる思いがした．

後［バン7一バーにて訪問した「パンクー

バー先住民f’ども家庭ザービス協会一で

話されたく我々は、子どものために聞う

戦i：である〉という言葉の1つの裏付け

とも受け取れた

この連合をi‘i二ちヒげるに至一．）た経緯を

考えると、目的を持った民間の現場の声が

とても大切であり、声を発することからJk－　h一

する気持ちがWまれ、このような人きな

団体にも成りえている．そして、政府に

対して、ものを㍑える機関となっている

私たちもこのことを忘れてはいけないと

思う．

　　　　　　　　　　　　　　　（山II））
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皿．ビクトリア青少年院
　　Victoria　Youth　Custody　Center

▲ヒクトリア青少年院玄関

1．概要

1．1　青少年院とは

1体の「少年院」にあたる施設とバえる

2003年に、連邦政府が管轄するiii’少7卜（＝

ユース：12－18歳未満）を対象とする法律

が「．17少年の犯罪に係わる法律（Youth

criminal　Justice　Act）」に変わり、これに基

づいて運営されている

ブリテtソシュコロンビア州（以ドBC州）においては、

かつて9カ所このような施設があったが、州政府に

よる1”算削減や、触法少年が減少したことなど

から、現在は州内で3ヵ所となっている　しかし、

3カ所の施設はいずれも開放ユニットと閉鎖

ユニットの2つのユニットを備えているため、

施設数としては3ヵ所だが、実質的には6つの

施設の機能があるということになる

1．2　ビクトリア青少年院

今llll訪問したビクトリア1‘「少年院は、2002年に

完成したばかりの新しい施設で、最大60人

（現在ベッド数48）のユースを収容するbE　JJを

持っている

バンクーバー島全j或が管轄地域となっている

職員数は約100人　職員を養成する学校

（Justice　hnstitute　of　BC）で6週間のトレーニング

を受けた後、職員として勤務している
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（1）入所状況

　訪問時の在院人数は男女合わせて40人で、

　これは’ド均的な数字とのことであった．

　また．男女の割合は男子の方が多く、女子

　は少なければ1人、多くても7人程度である，

　ユースはすべて裁判所の決定により入所

　するが、その理由（触法行為）は不法侵人、

　窃盗、器物破損など物件に係わる犯罪が

　ほとんどである。しかし、少数ではあるが

　重大犯罪を犯す者もおり、訪問時は殺人罪

　（第3級）で人所している者が3人いた。

（2）施設・設備

　「開放」と「閉鎖」という2つのユニットがあるtt

　「開放ユニット」と聞くと、児童福祉施設の

　ように枠のない、いわば出人り自由の施設

　のような印象を受けるが、実際は、敷地全体

　の周囲には網状の高いフxンスがあり、

　そこには警報装置が備わっている。この

　フェンスに囲まれた敷地の中に、開放ユニット

　　と閉鎖ユニットが別棟で建てられており

　各プログラムも双方別々に行われている。

▲フェンスには3カ所同時に触れると警報が鳴る装置

　が付いている

VICTORIA

日課やプログラムに特に大きな違いはないが

開放ユニットは閉鎖ユニットに比べて自由度

が高く、施錠も少ない．閉鎖ユニットは開放

ユニットと比べると管理面が重視され、施錠

も多い．開放・閉鎖の選択と決定は裁判所

で行われるが、再犯を繰り返すほど閉鎖

ユニッ1・に人所する確率は高い，

▲開放ユニット内

　すべて個室で、消灯後は施錠する

（3）入所期間

　裁判所で人所が決定した場合、平均の

　人所期間は約6カ月である．．犯罪の程度に

　より10日ほどの短期入所もあるが、重大犯罪

　の場合は期間も長くなり、殺人を犯した

　ユースで43ヵ月在院しているケースもあった．

　（殺人や性的暴力、傷害などの重大犯罪を

　犯した場合は、14歳になると成人の法廷で

　裁かれる）

ここは日本の初等・中等少年院にあたると

思われる、

日本の場合、成人の法廷で裁かれるのは

原則的にt：　16歳からである（刑法の適用）
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2 入所から退所まで

2．1入所
入所するユースは、すでに裁判所の決定が

下されている場合と、まだ下されていない場合

がある。この点は、日本では鑑別所で調査・

鑑別を行い裁判所の決定後に入所するのとは

異なり、まず入所させてから30日を目処に決定を

出すという流れとなっているe

（1）ケースマネージメントへの参加

　ユースは、入所（あるいは決定）して数日

　のうちに自分のケースマネージメントに参加

　する。ケースマネージャーの他、ソーシャル

　ワーカー、施設の保護観察官、コミュニティ

　の保護観察官、施設の看護師などが参加

　し、施設内のケアやプログラムについて

　だけでなく、仮退所や退所後のことについ

　ても話し合う。

（2）オリエンテーションと規則

　オリエンテーション用の資料には、施設の

　概要・組織の次にまず「ユースの権利」が記

　されている。「カナダの権利と自由の憲章」

　および「青少年の犯罪に係わる法律」から

　具体的に14項目が掲載されている。

　資料にはそれ以降、日課、プログラム、

　規則、レベルシステムと続くが、さらに、

　喫煙、売店、面会・通信、私物、ケース

　マネージメン1・、再審、出廷、控訴、自分の

　ファイルへのアクセス、苦情解決、そして

　最後にプライバシー保護と、12ページに

　わたって細かく説明されており、これを

　もとにオリエンテーションが行われる。

　資料にあるだけでも20項目の規則があり、し

　てはいけない行為（暴力やいじめ、不適切

　な接触など）や、各プログラムに参加するこ

　と、食事をしっかり摂ることなどが示されて

　いる。

（3）レベルシステム

　すべてのユースに対してレベル1～4の段階

　があり、入所時はレベル1から始まる。生活

　態度によってレベルが決まるシステムと

　なっており、レベルによって1Hあたり支給さ

　れる金額（お小遣いのようなもの）や、

　売店・ゲームルーム使用の可否などに格差

　がある。細かいところでは部屋に持ち込める

　本や植木の数・種類まで詳細に決められて

　いる。

　また、同じレベルであっても、開放ユニット

　の方が閉鎖ユニットよりも条件が良くなって

　いる。

2．2　処遇・治療

（1）プログラムへの参加

　決定済みのユースは、すぐに施設内にある

　学校のプログラムに参加しなければならないe

　また、未決定のユースも30日を過ぎれば

　学校に行かなければいけないが、たいていは

　それまでに決定するか、または決定しなくて

　もある程度の見通しがついた時点で学校の

　プログラムに参加する。

　学校には教育省が採用する教員が配置さ

　れ、あらゆる教科を受け持ち、一斉授業では

なく個々のペースに合わせた授業を行って

いる。学校のプログラムの他にも、個々の

ユースに応じたプログラムが与えられる。

右紀の各プログラムやサービスは、学年や

在院期間で決まっているものではなく、個々

のケースやユースの希望により与えられる。

また、ユースの約半数は何らかの精神的

問題を抱えているため（例えば行為障害、

ADHD、薬物の常用など）、精神科医や

心理士、鑑別1：らが対応できる体制もある，
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（2）日課

　平日のU課は概ね以ドのとおりであるが、

　休日（上・fレ祭1．Dはプログラムがなく、

　テレビや映画鑑賞など自由時間σ）多い1．1課

　となっている，

▲整頓された調理室

【フログラムー覧】

（1）学校

（2）美術・工芸

（3）レクリェーション活動

　　（スポーツ・ゲームなど）

（4）木材工芸

（5）宗教

（6）職業指導

（7）自立・自活へのスキル

　　（金銭の管理、履歴書作成、衛生、

　　料理など）

（8）薬物・アルコールに関するカウンセリング

（9）心理診断

（10）先住民サービス

（11）臨時プログラム

　　（ダンス・写真・音楽など）

　（12）ボランティア

　（13）自由時間

　　（テレビ・ラジオ・音楽など）

パ14）：r．外出

　　　　（コミュニティの行事への参加など）

　　　乏．暴力防止カウンセリング

ix・（t4＞Mの、　Tli．は開放ユニットのみ、．2．．は閉鎖ユニットのみ

巡
Ai』

ぱ

’
W
π

訟
町

▲工作室の工具収納棚

〈例〉　開放ユニットの日課（月～金曜日）

8：30

9：00

10：20

10：50

12：10

13：00

14：30

14：45

15：15

16：05

16：45

17：30

て8：00

18：30

20：00

21：00

22：00

23：00

起床、着替え、洗面

掃除

朝食

プログラム．11

自分の部屋で休憩

プログラム．？

昼食

プログラム：：31

ユニットに帰る

特定のユースのみプログラム亘

余暇活動

プログラム①のユースが、ユニット

に帰り余暇活動に加わる

タ食

自分の部屋で休憩

部屋から出て自由時間

イブニングプログラム

ユニットに帰る

シャワー、テレビ

夜食、就寝準備

就寝

消灯

※閉鎖ユニットの日課についても概ね同様である
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2．3　仮退所と退所

決められた期間の3分の2が経過すると

仮退所し、保護観察となる　その際にはケース

マネージメントを実施し、fiiむ場所や就労、

過ごし方などについて話し合うほか、最終的な

退所後の方向性についても話し合う、

特に問題がなければ退ji斤となるが、仮退所中

に再び触法行為があれば、逮捕され連れ

戻される　明確な数字はないが再犯率は高く、

70％ぐらいあるのではないかとのことで

あった．1，iJじユースが何回も戻ってくるケース

も少なくないという，

．一 所感

咋今、日本では藪大犯罪の低年齢化が

問題となっており、まさに少年法改ll三（少年院

に人所可能な年齢の引きFlデ）についても

議論されているところである、

その賛否は別として、〔‘「少年院のような

いわば管理的、閉鎖的な収容施設に最少

で12歳（ll4：は14歳｝のILどもが人所する

ということや、14歳（同16歳）で大人と同じ

扱いを受けることがあることを考えると、

同じf’どもでも触法のr一どもへの取り扱い

は、日本もカナダもかなり厳しいことを実感

する＝重大犯罪に対する社会的感情として

はこれも当然なのかとも思える．

しかしながら、触法の子どもたちも、その

人1～は、∫占待や貧困、その他さまざまな

家庭的・環境的問題を多く抱えており、

そういった困難な状況が改善できない

まま非「．「や触法行為に走ってしまった

というtr　一スがほとんどである、

どんなj’・どもであっても、またどういう

施設であっても、rどもが対象である眼り、

1’育てる］ことを忘れてはいけないと感じた

▲マッシュフォードさんと

（河尻）
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］V．青少年アドボカシー事務所
　　　Office　for　Children　and　Youth　（Adovocacy　Office）

1．概要

1．1　アドボカシー事務所とは

t沙年アドボカシー事務所（以ドCYO）は

子どもの権利に基づいて、子どもへのサポート、

政府予算によって実施されている各栢活動の

監視やアドバイスをする機関である．プリティッシュ

コロンビア州（以ドBC州）政府からの予算で

行っている児童福祉の事業やプログラムに

ついて、そのサービスがff効であるか、適切で

あるか、必要なサービスが提供されているかに

焦点を当ててゆく

政府（関係省庁）やコミュニティのさまざまな

機関から全く独立した第二者機関で、法律

（Odice　for　Children　and　Youth　Act）でも

認められており、r・どもの擁護者として政府

に対し独自の提言を行う．ビクトリア市と

パンクーパーrliの2ヵ所に事務所を置き、計13名

のスタ・ソフで運営され、運営費は州］ち算から

f1澗210万CA＄（約2億円）が拠出されている
▲事務所の前で、スタッフのみなさんと

1．2理念

「この文明化された社会においては、子どもの

基本的な人権が認められる　そしてrどもが

大人へと成長していく過程において、家族、

コミコ．ニティ、政府からのサボートを受ける」と

掲げている

この理念の作成にあたり、CYO内部では人権を

国連了どもの権利条約だけに絞るのか、人権

という大きな枠で捉えるのかの議論があった

結果として、子どもといえどもひとりの人間で

あり、人権というK一きな見地からの権利ヒ体で

あるとの結論に達した・
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